
 ・  関東、中部、関西地域の巡回講演をいたします。
 ・  今年度は、「イスラエルのために祈りたいが、聖書的理解を深めて祈り会をスタートしたい」「イエス様の

ご再臨に備えて祈りたいが、聖書の預言がどう実現しているのか、歴史的観点や世界情勢から分かりやすく
学びたい」という教会を中心に巡回講演をいたします。

 ・  スティーブンス・栄子の学びを通して見えてくる聖書の世界を、一人でも多くの方 と々共有したいと願って
います。スティーブンス・栄子の健康と霊性が守られますようお祈りください。

 ・  プロジェクトの必要経費が満たされますようお祈りください。（必要経費  約150万円）
2019年、神のマスタープラン新プロジェクトも同時に準備中です。次号にて詳細をお知らせいたします。

第一回オメガ・ジャパン イスラエル＆ヨルダンツアー満員御礼
9月10日申し込み開始初日で定員40名をはるかに上回り、90名近くのお申し込みを受け付けさせていた
だきました。ご支援者の皆様の祈りの実であることを覚え感謝いたします。

イスラエル＆ヨルダンツアー開催実現の
お礼とお祈りへの感謝

祈りの課題

編集後記

今月も感謝を込めてごあいさつ申し上げます。

来年2月に、第一回オメガ・ジャパン イスラエル＆ヨルダンツアーが行われます。スティー
ブンス・栄子がイスラエル現地で聖書を解説するのは数年ぶりとなります。

イスラエルで18年間生活したスティーブンス・栄子は、「聖書の預言は新聞よりも明らか
だ！」と神がイスラエルを歴史の舞台の中心に置かれていることを目の当たりにしました。
そして、世界中から帰還するユダヤ人を必死で受け入れるイスラエルの状況を肌で感じたと
言います。また、主がイスラエルの民を決して見捨てず、主ご自身が聖であり真実なお方で
あるゆえに、聖書にある預言は100％実現するということを確信させられたそうです。

「はじめに神が天と地を創造された。（創1:1）」すべてのことは神から発し、神に栄光が帰され
ます。歴史の主体は神、人生の主人も神です。神の愛ゆえにイエス・キリストは初臨され、
再臨されます。オメガ・ジャパンは、終わりの時に生かされている者として、混迷する世界情勢
や異常なまでの自然災害の現実の前に恐れ、慌てることなく感謝と喜びをもって生きることが
できるように、「神のマスタープラン」を日本中にお伝えしたいというビジョンを持っています。

今回のイスラエル＆ヨルダンツアー開催に際しては、イスラエルの地で聖書を語る再献身を
したスティーブンス・栄子、イスラエル在住ジャーナリストの石堂ゆみ氏、また、ホーリー
ランドツーリストセンターの石田展久社長による現地エージェントの全面協力を頂き実現しま
したことをご報告すると共に、心からお礼申し上げます。

10年前にオメガ・ミニストリーズが発足し、現在オメガ・ジャパンとしていよいよ大海原へ
船を漕ぎだそうとしています。すべての成長と歩みは、このニュースレターを通して共に祈り
続けてきてくださった皆様の祈りの実であります。心よりお礼申し上げます。

まだまだ、「収穫は多いが、働き手が少ない。（マタ9:37）」という主の御声が聞こえてきます。
これから、とりなしの祈りが急務となる時代を迎えています。共に祈り、神のビジョン実現に
向けて日本とイスラエルの救いのために祈り続けてまいりたいと願っています。

皆様お一人おひとりの上に主の大いなる祝福が注がれますように。仕えておられる教会と
地域の上に御国が来ますように。

2018年10月恵日
                                                                                      一般社団法人オメガ・ジャパン

代表  横田 聖子
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一般社団法人 オメガ・ジャパン
■ゆうちょ銀行　

00900-7-313674
【他の金融機関からの振込】
店名：〇九九（ゼロキュウキュウ）　当座　0313674

■三菱東京ＵＦＪ銀行　
玉造支店　　普通　0125795

■みずほ銀行　
天満橋支店　普通　1337738

■三井住友銀行　
玉造支店　　普通　6695584 〒540-0004 

大阪府大阪市中央区玉造2-26-47 大阪クリスチャンセンター4階
Tel＆Fax：06-6777-2117　E-mail：info@omega.or.jp

Omega Japan
一般社団法人オメガ・ジャパン

皆様からの尊いご献金は日本全国の教会を祝福する
ための巡回活動及び教材制作活動に用いられます

 横田 聖子
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みくに株式会社

現在、第二回秋のイスラエル＆ヨルダンツアーを企画中（10月～11月）です。第一回目のツアーでキャンセル待ちの方々を最優先にご案内させていた
だきます。詳細が決まり次第、パンフレットをお送りさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。

バルナバ・ミニストリー 
代表：糸数盛夫

全国47都道府県にある教会と牧師・教会リーダーのご家庭を覚え、主の祝福が注がれます
よう覚えてお祈りください。特に、地震や台風、豪雨で被災した地域と教会を覚えて、とり
なしの祈りをお願いいたします。
第二回オメガ・ジャパンイスラエル＆ヨルダンツアー企画準備のためにお祈りください。
現在、2019年10月～11月の実施を目標に企画を進めています。次号で詳細をお知らせ
いたします。
「神のマスタープラン・プロジェクト」第2期10月～11月の日本巡回講演の準備を覚えて
お祈りください。

　自然災害が重なる中ですが、大阪の両親に電話
したところ「こんな台風今までで体験したことな
い！」と驚いていました。家が揺れ、聞いたことのない
恐ろしい風の音だったと。風や波、地震の揺れなど、
自然の凄まじい威力を改めて思い知らされます。
また、電気が止まれば何事も立ち行かなくなる
現代社会もこれでいいのかと感じます。私も5年前
に1カ月以上にわたる停電、断水を経験しました。
今、被災で不自由かつ不安な思いをしておられる
方がたくさんおられると思います。どうか万事を益
としてくださる神様の御業がそれぞれの方、場所に
現されますように。（細井浩子）
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頭に水がめを置いて運ぶ
水くみのイスラエル女性たち

ベドウィンの住むテント内部
（エリコ）

死海
オアシスの町エリコ

ダビデの滝（エン・ゲディ）

ユダの荒野

Column　オメガ・ジャパンの活動目的

活動目的＝「終末」をわかりやすく宣べ伝える

・イスラエルを軸とした聖書の学びをとおして、
  神の国が近づいたことを知らせる。

・主が再びこの地に来られる日に備え、教会に仕える。

再臨の
備え

救いの
実現

神の国の
拡大

1 2 3

1990年から日本人聖書研究会（のちのエルサレム日本人教会）牧会。
イスラエル政府公認ガイドとして、18年間イスラエルで活動。1996年、
B.F.P. Japan（ブリッジス・フォー・ピース）設立。2008年、B.F.P. 
Japan理事長を辞任し、オメガ･ミニストリーズを設立。現在は、アメリカ
に拠点を移し、講演や執筆活動など聖書教師として活動。

スティーブンス・栄子

荒野で主を
慕いあえぐ者への
祝福

（C)Yuvalr
(C) ALL ABOUT THE BIBLE

（Matson Collection）

（C)Ministry of Tourism （Dafna Tal） (C)Tamar Hayardeni

שאיברפ חצנ©

（C)Ministry of Tourism
（Itamar Grinberg）

イスラエル

ナザレ

テルアビブ
エルサレム

ガリラヤ湖

ユダの荒野

死海

エリコ

エン・
ゲディ

で、大変な重量の水を運んでまた何キ
ロも歩いて帰ります。
どうして水くみの仕事は、か弱い女
性が行い、力のある男性が行わないの
でしょうか。それは、女性は水をくん
だ入れ物を頭に乗せて、上手く腰でバ
ランスが取れるからです。男性は頭を
中心にバランスを取ります。最近の男
性は、女性のように腰でバランスが取
れる体型の人もいます。しかし、筋肉
質で肩幅が広く、腰のほうが上半身よ
り細い体型であったり、力仕事が多く、

ユダの荒野での水くみ
死海の西側に面し、南北に広がるユ
ダの荒野をジープに乗って走ると、何
時間走っても木一本生えておらず、見
渡す限り何もありません。ユダの荒野
は、イエス様がバプテスマのヨハネか
ら洗礼を受けた後、40日間断食をして
過ごされた場所です。イエス様はサタ
ンの試みをすべてみことばによって退
けられ、荒野での 40日間の後、宣教
を開始されました。
ユダの荒野には所々、遊牧民族のベ

ドウィンが住んでいる場所があります。
水をどのようにして手に入れているの
か不思議に思えますが、たまに彼らの
住むテントの脇に車付きのタンクが置
かれているのを見ます。現在では車を
持っているベドウィンがいるため、集
落の人々のために、タンクで水をくん
でくれる人がいるのかもしれません。
しかし、水タンクを持っていない家
族の場合は、水をくみに行くのは大抵
女性です。彼女たちは毎日何キロも歩
いて泉のある場所まで行き、水をくん
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歩くことが多かった古代の人々、また
ベドウィン男性は腰回りが細いので頭
でバランスを取ります。
女性はくんだ水を頭の上に置き、両
手を離しても歩くことができます。現
在のイスラエルでも、アラブ人女性が
頭の上に大きな荷物を乗せて歩いてい
るのを見掛けます。しかし男性の場合
は、頭の上に置いている荷物を手で押
さえていないと地面に落としてしまい
ます。何キロもの重たい水を腕でずっ
と支えながら歩くことは並大抵のこと
ではありません。そのため、昔から水
くみは重労働ですが女性の仕事になっ
ているのです。
創世記 24章 10節から 11節には、
アブラハムのしもべがイサクの花嫁探
しにアラム・ナハライムに行った時の
記述があります。このしもべが最初に
したことは、井戸のそばで水くみの女
性たちが出てくるのを待つことでした。
「……彼は立って、アラム・ナハライム
のナホルの町へ行った。彼は夕暮れ時、
水を汲む女たちが出て来るころ、町の
外の井戸のそばにらくだを伏させた」と
書かれています。

以前、私がイスラエルのヘブライ大
学で学んでいた時、アレックス教授と
いう方がこのようにおっしゃいました。
「ベドウィンが結婚すると、最初の3カ
月ほどは夫婦二人きりで過ごす期間を
もちます。しかし、それが過ぎると妻
のほうから夫に、『早く次の奥さんを迎

えてください』と言うそうです。なぜな
ら、テント生活を送るベドウィン女性
の仕事はあまりにも重労働で、妻一人
では到底やっていけないからなのです」

「生ける水」を慕い求める
エルサレムの郊外には泉があり、そ
こに到着すれば所々、緑の草を見るこ
とができます。ユダの荒野をジープで
走っても、行けども行けども緑の牧場
を見ることはありませんが、泉がある
場所の周辺にだけ緑が見えます。泉は
エルサレムの中に一つ、郊外に一つあ
るのみで、ユダの荒野を通り抜けると、
死海のそばのアラバに到着します。

死海は世界一の低地と言われる場所
で、標高マイナス約 400メートルです。
ヨルダン川から流れてくる水、そして、
エルサレムやユダの荒野に降った水が
地下を通って死海に流れ込んできます。
死海の北西部、現在はパレスチナ自
治区にあるエリコの町は、ヨシュア記
6章でのヨシュア率いるエリコの戦い
が行われた城塞都市でした。エリコは
世界最古の町とも言われており、海抜
約 260メートルの世界で最も標高の低
い町でもあります。
また、エリコは世界一のオアシスの
町で、古代から今に至るまで泉の水が
こんこんとわいています。そこには緑
の牧場があり、周囲を荒野の景色に囲
まれている中で、ほっとさせられるの
です。

次に、アラバを南に下って行くと、
エリコから 50キロ以上離れた観光都
市エン・ゲディ（「子ヤギの泉」の意）に
到着します。エン・ゲディ国立公園に
は、ダビデの滝と呼ばれる滝がありま
すが、この滝は上流からの川の流れで
滝の水が落ちてきているのではなく、
岩から直接水がわき出ています。
そしてこの場所こそ、「鹿が谷川の流
れを慕いあえぐように　神よ　私のた
ましいはあなたを慕いあえぎます。」と
詩篇 42篇 1節で歌われた場所です。
谷川の流れを「慕いあえぐ」という言葉
が使われていますが、イスラエルがそ
れほどまでに水に乏しく緑の少ない国
だからです。

水の無い場所で渇ききった喉を潤す
ため、あえぎながら水を求めるような
状況は、日本など水の豊富な国ではあ
まり想像ができないことでしょう。し
かし、ユダの荒野をジープで走り、緑
の風景が見えないままネゲブの荒野で
過ごすと、ペットボトルの水がまるで
金のしずくのように輝いて見えます。
イエス様がご自分を「わたしは生ける
水」と言われた意味は、荒野に立ってみ
ればこそ、ひしひしと感じられること
でしょう。そして、鹿が谷川の流れを
慕いあえぐような思いで、主を慕いあ
えぐ者になりたいと、心が震わされま
す。昔から、「人は荒野で主と出会う」
と言われますが、その意味がより実感
できます。
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荒野で与えられる祝福
ダビデは少年のころから羊飼いをし
ていました。彼の住んでいた所は、何
も無い荒野で、緑の牧場や水のほとり
へ羊たちを連れていくには、何キロも
歩かなければなりません。そのような
所で、「主は私の羊飼い。私は乏しいこ
とがありません。主は私を緑の牧場に
伏させ、いこいのみぎわに伴われます。
（詩 23:1-2）」と歌った彼の信仰の偉大
さに心打たれます。
ダビデは羊の番をしながら、いつも
主を賛美していました。琴をもって主
を賛美しているダビデに、主が生ける
水を注ぎ、平和に包まれた緑の牧場に
伏させてくださったに違いありません。
何も無い所から天地万物を創造された
主は、荒野に立つ一人の人にも最高の
備えをしてくださるのです。

聖書の舞台の中心地であるイスラエ
ルの地に立つ時、実際の荒野や荒野の

中に輝く泉を体感することで、みこと
ばの意味がさらに深く理解できるよう
になることと思います。
今は、終わりの時代です。これから

世界中で起ころうとしているさまざま
な災難は、政治、経済、自然界など
人々を取り巻くすべての環境において、
さらに暗雲に包まれていくことでしょう。
しかし、ダビデが歌ったように、鹿
が谷川の水を慕いあえぐような思いで
主を求めている者こそ、最後まで主と
共に歩むことができる、「勝利を得る者
（黙2:26）」なのです。イエス様は、ヨ
ハネの福音書4章13節と14節でこう
おっしゃっています。「この水を飲む人
はみな、また渇きます。しかし、わた
しが与える水を飲む人は、いつまでも
決して渇くことがありません。わたし
が与える水は、その人の内で泉となり、
永遠のいのちへの水が湧き出ます。」
日本は巨大な台風、洪水、地震など
大きな災害が続いています。被災され

た方はまさに荒野にたった一人、途方
に暮れるような思いをされていることと
存じます。しかし主を慕いあえぐ思い
は、荒野に立っている時に起こります。
その時こそ、主と出会う最高の時だと
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 ・  関東、中部、関西地域の巡回講演をいたします。
 ・  今年度は、「イスラエルのために祈りたいが、聖書的理解を深めて祈り会をスタートしたい」「イエス様の

ご再臨に備えて祈りたいが、聖書の預言がどう実現しているのか、歴史的観点や世界情勢から分かりやすく
学びたい」という教会を中心に巡回講演をいたします。

 ・  スティーブンス・栄子の学びを通して見えてくる聖書の世界を、一人でも多くの方 と々共有したいと願って
います。スティーブンス・栄子の健康と霊性が守られますようお祈りください。

 ・  プロジェクトの必要経費が満たされますようお祈りください。（必要経費  約150万円）
2019年、神のマスタープラン新プロジェクトも同時に準備中です。次号にて詳細をお知らせいたします。

第一回オメガ・ジャパン イスラエル＆ヨルダンツアー満員御礼
9月10日申し込み開始初日で定員40名をはるかに上回り、90名近くのお申し込みを受け付けさせていた
だきました。ご支援者の皆様の祈りの実であることを覚え感謝いたします。

イスラエル＆ヨルダンツアー開催実現の
お礼とお祈りへの感謝

祈りの課題

編集後記

今月も感謝を込めてごあいさつ申し上げます。

来年2月に、第一回オメガ・ジャパン イスラエル＆ヨルダンツアーが行われます。スティー
ブンス・栄子がイスラエル現地で聖書を解説するのは数年ぶりとなります。

イスラエルで18年間生活したスティーブンス・栄子は、「聖書の預言は新聞よりも明らか
だ！」と神がイスラエルを歴史の舞台の中心に置かれていることを目の当たりにしました。
そして、世界中から帰還するユダヤ人を必死で受け入れるイスラエルの状況を肌で感じたと
言います。また、主がイスラエルの民を決して見捨てず、主ご自身が聖であり真実なお方で
あるゆえに、聖書にある預言は100％実現するということを確信させられたそうです。

「はじめに神が天と地を創造された。（創1:1）」すべてのことは神から発し、神に栄光が帰され
ます。歴史の主体は神、人生の主人も神です。神の愛ゆえにイエス・キリストは初臨され、
再臨されます。オメガ・ジャパンは、終わりの時に生かされている者として、混迷する世界情勢
や異常なまでの自然災害の現実の前に恐れ、慌てることなく感謝と喜びをもって生きることが
できるように、「神のマスタープラン」を日本中にお伝えしたいというビジョンを持っています。

今回のイスラエル＆ヨルダンツアー開催に際しては、イスラエルの地で聖書を語る再献身を
したスティーブンス・栄子、イスラエル在住ジャーナリストの石堂ゆみ氏、また、ホーリー
ランドツーリストセンターの石田展久社長による現地エージェントの全面協力を頂き実現しま
したことをご報告すると共に、心からお礼申し上げます。

10年前にオメガ・ミニストリーズが発足し、現在オメガ・ジャパンとしていよいよ大海原へ
船を漕ぎだそうとしています。すべての成長と歩みは、このニュースレターを通して共に祈り
続けてきてくださった皆様の祈りの実であります。心よりお礼申し上げます。

まだまだ、「収穫は多いが、働き手が少ない。（マタ9:37）」という主の御声が聞こえてきます。
これから、とりなしの祈りが急務となる時代を迎えています。共に祈り、神のビジョン実現に
向けて日本とイスラエルの救いのために祈り続けてまいりたいと願っています。

皆様お一人おひとりの上に主の大いなる祝福が注がれますように。仕えておられる教会と
地域の上に御国が来ますように。

2018年10月恵日
                                                                                      一般社団法人オメガ・ジャパン

代表  横田 聖子
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お知らせ

一般社団法人 オメガ・ジャパン
■ゆうちょ銀行　

00900-7-313674
【他の金融機関からの振込】
店名：〇九九（ゼロキュウキュウ）　当座　0313674

■三菱東京ＵＦＪ銀行　
玉造支店　　普通　0125795

■みずほ銀行　
天満橋支店　普通　1337738

■三井住友銀行　
玉造支店　　普通　6695584 〒540-0004 

大阪府大阪市中央区玉造2-26-47 大阪クリスチャンセンター4階
Tel＆Fax：06-6777-2117　E-mail：info@omega.or.jp

Omega Japan
一般社団法人オメガ・ジャパン

皆様からの尊いご献金は日本全国の教会を祝福する
ための巡回活動及び教材制作活動に用いられます
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みくに株式会社

現在、第二回秋のイスラエル＆ヨルダンツアーを企画中（10月～11月）です。第一回目のツアーでキャンセル待ちの方々を最優先にご案内させていた
だきます。詳細が決まり次第、パンフレットをお送りさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。

バルナバ・ミニストリー 
代表：糸数盛夫

全国47都道府県にある教会と牧師・教会リーダーのご家庭を覚え、主の祝福が注がれます
よう覚えてお祈りください。特に、地震や台風、豪雨で被災した地域と教会を覚えて、とり
なしの祈りをお願いいたします。
第二回オメガ・ジャパンイスラエル＆ヨルダンツアー企画準備のためにお祈りください。
現在、2019年10月～11月の実施を目標に企画を進めています。次号で詳細をお知らせ
いたします。
「神のマスタープラン・プロジェクト」第2期10月～11月の日本巡回講演の準備を覚えて
お祈りください。

　自然災害が重なる中ですが、大阪の両親に電話
したところ「こんな台風今までで体験したことな
い！」と驚いていました。家が揺れ、聞いたことのない
恐ろしい風の音だったと。風や波、地震の揺れなど、
自然の凄まじい威力を改めて思い知らされます。
また、電気が止まれば何事も立ち行かなくなる
現代社会もこれでいいのかと感じます。私も5年前
に1カ月以上にわたる停電、断水を経験しました。
今、被災で不自由かつ不安な思いをしておられる
方がたくさんおられると思います。どうか万事を益
としてくださる神様の御業がそれぞれの方、場所に
現されますように。（細井浩子）
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